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始
め
に
、
参
加
者
を
代
表
し
て

濱
田
天
花
さ
ん
（
伏
之
前
）
が
「
二

十
歳
の
節
目
に
、
責
任
あ
る
社
会

の
一
員
と
し
て
の
行
動
を
自
覚

し
、
夢
で
あ
っ
た
幼
稚
園
の
先
生

と
し
て
、
今
春
、
ス
タ
ー
ト
し
ま

す
。
誰
か
に
寄
り
添
い
、
支
え
る

こ
と
が
で
き
る
人
間
に
な
れ
る
よ

う
、
初
心
を
忘
れ
ず
努
力
し
、
成

長
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
」

と
抱
負
を
述
べ
ま
し
た
。

　

次
に
、
参
加
者
代
表
の
羽
生
龍

斗
さ
ん
（
美
座
）
が
「
二
十
歳

の
日
を
迎
え
る
こ
と
が
で
き
た
の

は
、
家
族
や
地
域
の
皆
さ
ま
の
温

か
い
支
援
が
あ
っ
て
こ
そ
、
私
た

ち
は
コ
ロ
ナ
禍
で
多
く
の
青
春
時

代
を
失
い
ま
し
た
が
、
そ
の
な
か

で
も
新
た
な
価
値
観
や
生
き
方
を

見
つ
け
、
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
な
変
化
も

た
く
さ
ん
あ
り
ま
し
た
。
こ
れ
ま

で
に
培
っ
た
「
困
難
に
立
ち
向
か

う
強
さ
」
を
武
器
に
、
社
会
の
一

員
と
し
て
貢
献
で
き
る
よ
う
に
尽

力
し
て
い
き
ま
す
」
と
お
礼
の
こ

と
ば
を
述
べ
ま
し
た
。

　

式
典
後
は
久
し
ぶ
り
の
再
会
を

喜
び
、
近
況
や
思
い
出
話
に
花
を

咲
か
せ
る
参
加
者
の
姿
が
あ
り
ま

し
た
。

73 人が大人の仲間入り　二十歳の節目に決意とお礼

　抱負　抱負
　　参加者代表　参加者代表　濱田天花さん濱田天花さん

　令和７年中種子町二十歳のつどい

　お礼のことば　お礼のことば
　参加者代表　羽生龍斗さん　参加者代表　羽生龍斗さん

　新たな門出を迎えた皆さまの輝かしいご活躍をご期待申し上げます。　新たな門出を迎えた皆さまの輝かしいご活躍をご期待申し上げます。

　式典　式典
　国歌・町民歌斉唱　国歌・町民歌斉唱

　

輝
か
し
い
新
春
を
迎
え
、

令
和
７
年
中
種
子
町
二
十
歳

の
つ
ど
い
が
、
１
月
３
日
に

種
子
島
こ
り
～
な
で
行
わ
れ
、

ス
ー
ツ
や
、
華
や
か
な
振
り

袖
な
ど
に
身
を
包
ん
だ
参
加

者
61
人
（
対
象
者
は
73
人
）

の
新
た
な
門
出
を
祝
い
ま
し

た
。

　

式
に
は
、
行
政
・
議
会
関

係
者
、
保
護
者
な
ど
が
出
席

し
、
二
十
歳
の
節
目
を
迎
え

る
若
者
に
、
激
励
と
お
祝
い

の
こ
と
ば
を
贈
り
ま
し
た
。　青年団長　　青年団長　 　町長　町長 　議長　議長
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　令和７年中種子町二十歳のつどい
　

新
春
恒
例
の
消
防
出
初
式
が
１
月
６
日
に
あ
り
、

一
年
の
地
域
防
災
へ
の
決
意
を
新
た
に
し
ま
し
た
。

　

あ
い
に
く
の
天
候
と
な
り
、
市
中
行
進
や
放
水
演

習
な
ど
は
行
わ
れ
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
町
立
体
育
館

で
式
典
が
行
わ
れ
、
中
央
分
団
に
よ
る
停
止
間
動
作
、

油
久
分
団
に
よ
る
行
進
間
動
作
な
ど
の
規
律
訓
練
が

披
露
さ
れ
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
式
典
の
第
二
部
は
、
中
央
公
民
館
で
行

わ
れ
、
永
年
の
消
防
活
動
の
功
績
や
無
火
災
分
団
を

讃
え
た
表
彰
な
ど
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

今年も安心を守る！　令和７年中種子町消防出初式

消 防 関 係 表 彰 ※表彰日の関係で、階級が現階級と異なっている
場合があります。

鹿児島県消防協会総裁表彰
功績章（20 年以上）
熊野分団 分団長 泊　明広
星原分団 副分団長 山本　二男
中央分団 部長 永濱　浩二
中央分団 部長 鎌田　文広
中央分団 班長 山元　博之
岩岡分団 班長 鮎川　暁儀
中央分団 団員 立山　和政
精績章（15 年以上）
熊毛地区消防組合 消防士団長 石堂　達也
増田分団 副分団長 戸田　憲孝
油久分団 副分団長 知念　昇
中央分団 団員 内村　勇希
中央分団 団員 松元　護
中央分団 団員 葛　勝秀
鹿児島県知事表彰
勤続章（10 年以上）
増田分団 班長 長田　豊
南界分団 団員 提　信一
納官分団 団員 磯俣　豊
岩岡分団 団員 永浜　祐樹
中央分団 団員 平川　政和
中央分団 団員 福　功光
熊毛支部長表彰
功績章（15 年以上）
熊毛地区消防組合 消防士長 石堂　達也
南界分団 副分団長 園田　良太
増田分団 部長 山上　博之
熊野分団 団員 日髙　靖喜
岩岡分団 団員 折戸　竜介
中央分団 団員 八汐　航
南界分団 団員 鳩﨑　信雄

功労章
熊野分団 部長 川南　正敏
岩岡分団 班長 髙磯　芳博
南界分団 班長 提　信一
油久分団 班長 赤坂　洋一
感謝状
前岩岡分団 分団長 前田　浩二
前納官分団 副分団長 春田　健次郎
前油久分団 副分団長 知念　昇
町長表彰
勤続章（20 年）
星原分団 副分団長 山本　二男
中央分団 部長 永濱　浩二
中央分団 部長 鎌田　文広
星原分団 班長 濵田　英樹
中央分団 班長 山元　博之
増田分団 団員 増野　幸孝
中央分団 団員 立山　和政
星原分団 団員 中島　鷹宏
勤続章（10 年）
油久分団 副分団長 浦邊　尚人
南界分団 班長 提　信一
中央分団 団員 上門　隆宏
増田分団 団員 久木原　正憲
中央分団 団員 西村　尚輝
感謝状
前岩岡分団 分団長 前田　浩二
前納官分団 副分団長 春田　健次郎
前油久分団 副分団長 知念　昇
無火災表彰
星原分団
増田分団
南界分団
岩岡分団
熊野分団

　停止間動作　停止間動作
　（中央分団）　（中央分団）

　　行進間動作行進間動作
　（油久分団）　（油久分団）
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　まちの話題　　まちの話題　 まちの話題　まちの話題　

第 54 回熊毛地区市町対抗駅伝競走大会
　33.6km を襷で繋ぐ熊毛地区市町対抗駅伝競走大会が、12 月１日に西之表市で開催され、本町の中学生

から一般までの男女８人が力走し、見事優勝の栄冠に輝きました。個人では５人の選手が区間賞を獲得

しました。

１区：赤坂　瑛太、 ２区：川下　日翔、３区：福島　佑哉、４区：進藤　眞朱弥、５区：進藤　夏々茶

６区：住吉　蘭、７区：寺田　耕作、８区：福元　博人　　※太字は区間賞

８区７区６区５区４区３区２区１区

2：05：36

1：52：53

1：56：47

1：58：35

2：02：18

西之表市 B

西之表市 A

屋久島町

中種子町

南種子町

大会成績

区間

西之表市 A

屋久島町

西之表市 B

南種子町

中種子町

　

12
月
14
日
に
、
種
子
島
こ
り
～

な
で
増
田
宇
宙
通
信
所
開
設
50
周

年
記
念
式
典
が
あ
り
ま
し
た
。

　

式
典
に
は
、
町
内
関
係
者
を
は

じ
め
、
国
立
研
究
開
発
法
人
宇
宙

航
空
研
究
開
発
機
構
（
以
下
Ｊ
Ａ

Ｘ
Ａ
）
の
協
力
機
関
や
企
業
が
列

席
し
、
Ｊ
Ａ
Ｘ
Ａ
か
ら
、
こ
れ
ま

で
の
運
営
支
援
な
ど
に
対
す
る
感

謝
状
が
贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
式
典
に
は
、
町
内
の
小
学

校
７
校
（
３
４
７
人
）
が
招
待
さ

れ
、
宇
宙
飛
行
士
の
古
川
聡
さ
ん

に
よ
る
講
演
も
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

講
演
は
、
古
川
さ
ん
が
６
ヶ
月

間
過
ご
し
た
宇
宙
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

で
の
仕
事
や
生
活
の
様
子
を
、
動

画
な
ど
を
活
用
し
な
が
ら
話
し
、

児
童
は
宇
宙
飛
行
士
の
体
験
談

を
、
興
味
津
々
の
様
子
で
見
聞
き

し
て
い
ま
し
た
。

　

古
川
さ
ん
へ
の
質
問
コ
ー
ナ
ー

で
は
、
児
童
か
ら
様
々
な
質
問
が

投
げ
か
け
ら
れ
、
会
話
の
後
に
握

手
が
交
わ
さ
れ
ま
し
た
。

　

最
後
に
、
古
川
さ
ん
は
児
童
に

向
け
、「
様
々
な
こ
と
に
興
味
を

持
ち
、
好
き
な
こ
と
や
得
意
な
こ

と
を
見
つ
け
、「
夢
」
に
向
か
っ

て
挑
戦
し
て
欲
し
い
」
と
メ
ッ

セ
ー
ジ
を
送
り
ま
し
た
。

※
開
設
50
周
年
を
記
念
し
て
、
児

童
か
ら
寄
せ
ら
れ
た
「
50
年
後
の

宇
宙
と
種
子
島
」
を
テ
ー
マ
に
し

た
図
画
や
メ
ッ
セ
ー
ジ
は
、
３
月

31
日
ま
で
増
田
宇
宙
通
信
所
展
示

施
設
に
展
示
さ
れ
て
い
ま
す
の

で
、
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

ＪＡＸＡ増田宇宙通信所開設 50 周年記念式典
ＪＡＸＡから感謝状贈呈と宇宙飛行士古川聡さんの講演

　質問コーナー　質問コーナー

　感謝状贈呈　感謝状贈呈
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　まちの話題　　まちの話題　 まちの話題　まちの話題　

　

12
月
17
日
に
、
中
種
子
町
老
人

ク
ラ
ブ
連
合
会
の
女
性
会
員
が
、

町
内
の
小
中
学
校
と
中
種
子
特
別

支
援
学
校
に
、
１
枚
１
枚
に
思
い

を
込
め
た
手
縫
い
の
ぞ
う
き
ん
約

２
４
０
枚
を
寄
贈
し
ま
し
た
。

　

会
員
代
表
の
大
町
田
す
み
え

さ
ん
（
大
牟
礼
）
は
「
会
員
の

減
少
や
高
齢
化
で
縫
う
人
も

減
っ
た
が
、
昨
年
よ
り
も
枚
数

は
集
ま
っ
た
。
掃
除
に
役
立
て

て
欲
し
い
」
と
話
し
、
生
徒
か

ら
「
真
心
こ
も
っ
た
ぞ
う
き
ん

で
学
校
を
き
れ
い
に
し
ま
す
」

と
お
礼
の
言
葉
が
あ
り
ま
し
た
。

１枚１枚に思いを込めて
中種子町老人クラブ連合会

町内の小中学校にマスクを寄贈
種子島郵便局局長会

　

12
月
17
日
に
、
種
子
島
郵
便

局
局
長
会
が
教
育
委
員
会
を
訪

れ
、
町
内
の
小
中
学
校
に
マ
ス

ク
２
１
０
０
枚
を
寄
贈
し
ま
し

た
。

　

こ
れ
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
対
策
な
ど
を
は
じ

め
と
す
る
感
染
症
対
策
に
役
立

て
て
ほ
し
い
と
の
思
い
で
、
贈

ら
れ
た
も
の
で
す
。

　

寄
贈
さ
れ
た
マ
ス
ク
は
、
町

内
の
小
中
学
校
に
配
ら
れ
、
子

ど
も
た
ち
の
学
校
生
活
で
使
用

さ
れ
ま
す
。

　左　牧瀬嘉彦　増田郵便局長　左　牧瀬嘉彦　増田郵便局長
　右　鮫島孝則　教育長　右　鮫島孝則　教育長

　写真は中種子中学校での受け渡し　写真は中種子中学校での受け渡し

プロ野球選手がスポーツ合宿
渡邊佳明内野手

　

プ
ロ
野
球
選
手
の
渡
邊
佳
明

内
野
手
（
東
北
楽
天
ゴ
ー
ル
デ

ン
イ
ー
グ
ル
ス
所
属
）
が
、
１

月
４
日
か
ら
20
日
ま
で
の
期
間
、

本
町
で
合
宿
を
行
い
ま
し
た
。

　

渡
邊
内
野
手
は
、
１
月
６
日

に
表
敬
訪
問
で
来
庁
し
、「
種
子

島
で
練
習
の
ス
タ
ー
ト
を
切
り
、

よ
い
結
果
に
繋
げ
た
い
」
と
話

し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
１
月
11
日
に
は
町
営

野
球
場
で
野
球
教
室
も
開
催
さ

れ
、
プ
ロ
野
球
選
手
と
の
交
流

を
楽
し
む
子
ど
も
た
ち
の
姿
が

あ
り
ま
し
た
。

　

１
月
８
日
に
、
満
足
山
集
落
記

録
保
存
委
員
会
が
来
庁
し
、
同
委

員
会
の
記
録
誌「
満
足
山
の
記
録
」

を
寄
贈
し
ま
し
た
。

　

こ
の
記
録
誌
は
、
令
和
６
年
12

月
に
第
１
版
が
発
行
さ
れ
、
満
足

山
集
落
の
概
要
や
施
設
、
歴
史
や

行
事
、
昭
和
ご
ろ
を
主
に
し
た
、

時
代
ご
と
の
記
憶
が
掲
載
さ
れ
て

い
ま
す
。
ま
た
「
記
録
誌
を
通
し

て
、
先
人
た
ち
の
熱
意
や
苦
労
、

戦
後
復
権
へ
の
意
気
込
み
を
感
じ

て
ほ
し
い
」
と
の
思
い
も
込
め
ら

れ
て
い
ま
す
。

　

記
録
誌
は
、
中
央
公
民
館
図
書

室
で
閲
覧
で
き
る
ほ
か
、
日
髙
副

会
長
宅
で
購
入
も
可
能
で
す
。

満足山の記録誌を町に寄贈
満足山集落記録保存委員会

　鮫島東海洋会長（中央左）　鮫島東海洋会長（中央左）
　日髙義人副会長（左端）　日髙義人副会長（左端）

　子どもたちにバッティングを披露する様子　子どもたちにバッティングを披露する様子
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　まちの話題　　まちの話題　 まちの話題　まちの話題　

　

12
月
11
日
に
、
Ｊ
Ａ
種
子
屋

久
中
種
子
野
菜
集
荷
場
で
種
子

島
ブ
ロ
ッ
コ
リ
ー
出
発
式
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

　

式
典
に
は
、
生
産
者
や
出
荷

先
な
ど
関
係
者
が
参
列
し
、
決

意
表
明
や
テ
ー
プ
カ
ッ
ト
な
ど

を
行
い
、
ブ
ロ
ッ
コ
リ
ー
を
積

み
込
ん
だ
ト
ラ
ッ
ク
の
出
発
を

見
送
り
ま
し
た
。

　

令
和
６
年
産
種
子
島
ブ
ロ
ッ

コ
リ
ー
の
作
付
け
は
68
㌶
が
計

画
さ
れ
、
昨
年
よ
り
も
減
少
傾

向
に
あ
る
も
の
の
、
今
年
も
お

い
し
い
ブ
ロ
ッ
コ
リ
ー
が
収
穫

さ
れ
て
い
ま
す
。

種子島ブロッコリー出発式
ＪＡ種子屋久中種子野菜集荷場

　出発式：テープカット　出発式：テープカット

令和６年度販売計画令和６年度販売計画（中種子町）11 月 30 日現在（中種子町）11 月 30 日現在

戸数（戸）面積（ha）販売数量（t） 販売計画（千円）

104 59.0 413 156,940

　

フ
ジ
ド
リ
ー
ム
エ
ア
ラ
イ
ン

ズ
（
Ｆ
Ｄ
Ａ
）
の
ジ
ェ
ッ
ト

チ
ャ
ー
タ
ー
便
が
12
月
14
日
に

就
航
し
、
約
70
人
の
ツ
ア
ー
客

が
種
子
島
に
降
り
立
ち
ま
し
た
。

　

空
港
で
、
種
子
島
空
港
利
用

促
進
協
議
会
と
、
中
種
子
火
縄

銃
保
存
会
が
ツ
ア
ー
客
を
出
迎

え
、
駐
車
場
で
鉄
砲
隊
に
よ
る

「
火
縄
銃
試
射
」
を
行
い
ま
し
た
。

　

迫
力
あ
る
火
縄
銃
の
轟
音
と
、

鉄
砲
隊
と
の
記
念
撮
影
が
楽
し

ま
れ
た
後
、
ツ
ア
ー
客
を
乗
せ

た
バ
ス
が
島
内
の
観
光
に
出
発

し
ま
し
た
。

ＦＤＡチャーター便就航を歓迎
中種子火縄銃保存会の火縄銃試射披露

　火縄銃試射　火縄銃試射

　

12
月
15
日
の
親
子
ふ
れ
あ
い

ス
ポ
ー
ツ
大
会
に
お
い
て
、「
熊

毛
地
区
子
ど
も
会
育
成
連
絡
協

議
会
」
の
表
彰
伝
達
が
あ
り
、

光
秋
広
さ
ん
（
春
田
）
に
表
彰

状
が
授
与
さ
れ
ま
し
た
。

　

光
さ
ん
は
、
納
官
小
学
校
Ｐ

Ｔ
Ａ
会
長
、
納
官
校
区
子
ど
も

会
育
成
会
長
、
平
成
18
年
度
か

ら
平
成
25
年
度
ま
で
、
町
子
ど

も
会
育
成
連
絡
協
議
会
副
会
長

を
務
め
、
こ
れ
ま
で
の
功
績
が

認
め
ら
れ
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

光秋広さんに表彰状授与
熊毛地区子ども会育成連絡協議会

ボッチャで熱戦
中種子町親子ふれあいスポーツ大会

　

12
月
15
日
に
、
第
48
回
中
種

子
町
親
子
ふ
れ
あ
い
ス
ポ
ー
ツ

大
会
が
、
中
央
公
民
館
と
野
間

小
学
校
の
２
会
場
で
開
催
さ
れ
、

パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
正
式
種
目

「
ボ
ッ
チ
ャ
」
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

今
回
は
、
町
内
の
子
ど
も
会

29
チ
ー
ム
、
総
勢
約
２
６
０
人

が
参
加
し
、
子
ど
も
た
ち
の
元

気
な
声
と
保
護
者
の
応
援
の
声

が
一
体
と
な
り
、
活
気
あ
ふ
れ

る
大
会
と
な
り
ま
し
た
。

　

優
勝
は
、
小
学
生
の
部
は
上

方
Ｃ
チ
ー
ム
、
中
学
生
の
部
は

上
方
Ａ
チ
ー
ム
で
し
た
。

　左　中種子町子ども会育成会連絡協議会　住岡重寛会長　左　中種子町子ども会育成会連絡協議会　住岡重寛会長
　右　光さん　右　光さん

　赤または青の革製ボールを投げ、「ジャックボール」　赤または青の革製ボールを投げ、「ジャックボール」
　と呼ばれる白い目標球との近さを競う競技　と呼ばれる白い目標球との近さを競う競技



7　広報なかたね 2025.2 月号

　まちの話題　　まちの話題　 まちの話題　まちの話題　

第１回　のまハグモグ食堂
食を通じた地域の交流

　

12
月
14
日
に
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
え

ん
が
、
野
間
地
区
の
「
の
ま
ハ
グ

モ
グ
食
堂
」
を
開
設
し
ま
し
た
。

　

今
回
は
野
間
の
４
集
落
（
中

山
、
大
平
、
池
之
向
、
上
方
）
を

対
象
に
し
て
お
り
、
え
ん
の
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
ス
タ
ッ
フ
や
Ｊ
Ａ
女
性

部
が
作
っ
た
カ
レ
ー
と
、
ク
リ
ス

マ
ス
プ
レ
ゼ
ン
ト
の
配
布
な
ど
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

　

子
ど
も
か
ら
お
年
寄
り
ま
で
多

く
の
方
が
来
場
し
、
食
を
通
じ
た

交
流
で
笑
顔
が
見
ら
れ
ま
し
た
。

※
の
ま
ハ
グ
モ
グ
食
堂
は
、
毎
月
１

回
開
催
を
予
定
し
、
次
回
は
野
間
校

区
公
民
館
で
予
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

12
月
15
日
に
、
旭
町
通
り
会

主
催
の
ク
リ
ス
マ
ス
音
楽
祭
が

開
催
さ
れ
、
た
く
さ
ん
の
人
が

旭
町
公
民
館
を
訪
れ
ま
し
た
。

　

音
楽
祭
は
、
６
組
の
音
楽
バ

ン
ド
が
出
演
し
、
来
場
者
は
、

に
ぎ
や
か
な
ク
リ
ス
マ
ス
ソ
ン

グ
な
ど
を
楽
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
屋
外
で
は
飲
食
物
販

売
が
行
わ
れ
た
ほ
か
、
商
品
券

や
高
速
船
の
往
復
券
な
ど
が
当

た
る
抽
選
会
も
行
わ
れ
、
会
場

は
一
足
早
い
ク
リ
ス
マ
ス
を
楽

し
む
声
に
包
ま
れ
ま
し
た
。

クリスマス音楽祭
旭町公民館ににぎわい

　

12
月
21
日
に
、
星
原
女
性
消

防
隊
と
中
種
子
交
番
、
地
域
の

子
ど
も
が
星
原
校
区
内
の
福
祉

施
設
や
高
齢
者
宅
を
訪
問
す
る

見
守
り
活
動
を
行
い
ま
し
た
。

　

サ
ン
タ
ク
ロ
ー
ス
の
姿
に
身

を
包
ん
だ
一
団
が
３
班
に
分
か

れ
て
、「
ジ
ン
グ
ル
ベ
ル
」
を
歌

い
な
が
ら
に
ぎ
や
か
に
家
々
を

訪
問
し
、
訪
問
を
受
け
た
皆
さ

ん
に
笑
み
が
こ
ぼ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
活
動
は
14
年
目
で
、
今
後

も
一
人
暮
ら
し
の
高
齢
者
宅
を
訪

問
し
、
見
守
り
活
動
を
継
続
し
て

い
き
ま
す
。

にぎやかに施設を訪問
星原女性消防隊クリスマス訪問

クリスマスミニコンサート
公民館講座「ハンドベル教室」

　

12
月
23
日
に
、
種
子
島
こ
り
～

な
リ
ハ
ー
サ
ル
室
で
、
ク
リ
ス
マ

ス
ミ
ニ
コ
ン
サ
ー
ト
が
開
催
さ

れ
、
ハ
ン
ド
ベ
ル
の
美
し
い
音
色

が
響
き
ま
し
た
。

　

ま
た
、
ピ
ア
ノ
や
フ
ル
ー
ト
の

演
奏
も
行
わ
れ
、
コ
ン
サ
ー
ト
に

花
を
添
え
ま
し
た
。

　

公
民
館
講
座
「
ハ
ン
ド
ベ
ル
教

室
」
で
は
、
冷
水
精
子
先
生
の
指

導
の
も
と
、
幅
広
い
年
齢
層
の
皆

さ
ん
が
、
毎
年
の
発
表
会
に
向
け

て
精
力
的
に
頑
張
っ
て
い
ま
す
。

　会場協力　居酒屋どんが家　会場協力　居酒屋どんが家



広報なかたね 2025.2 月号　8

　まちの話題　　まちの話題　 まちの話題　まちの話題　

人権教室
納官小学校

　

12
月
18
日
に
、
納
官
小
学
校
の

全
児
童
を
対
象
に
し
た
人
権
教
室

が
あ
り
、
人
権
擁
護
委
員
の
山
本

讓
司
さ
ん
（
上
方
）
の
講
話
が
あ

り
ま
し
た
。

　

障
害
に
つ
い
て
考
え
る
教
材
ア

ニ
メ
を
視
聴
し
た
後
、
山
本
さ
ん

が
「
相
手
の
こ
と
を
考
え
る
優
し

い
心
、
相
手
の
個
性
を
認
め
る
心
、

素
直
な
心
を
も
っ
て
、
分
け
隔
て
な

く
共
に
歩
け
る
自
分
を
目
指
し
て

欲
し
い
」
と
児
童
に
伝
え
ま
し
た
。

　

児
童
は
、
障
害
に
つ
い
て
、
正

し
く
理
解
し
共
に
歩
む
こ
と
の
大

切
さ
を
学
び
ま
し
た
。

　

11
月
26
日
に
、
油
久
小
学
校
で
、

町
内
の
小
規
模
６
校
が
交
流
す

る
、
２
回
目
の
町
交
流
学
習
（
高

学
年
）
が
あ
り
ま
し
た
。

　

学
年
ご
と
に
分
か
れ
、
５
年
生

は
国
語
と
社
会
、
６
年
生
は
算
数

と
体
育
が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

　

最
初
は
緊
張
し
て
い
た
児
童

も
、
徐
々
に
打
ち
解
け
、
グ
ル
ー

プ
や
全
体
で
他
校
の
児
童
と
考
え

を
共
有
し
た
り
、
協
力
し
た
り
す

る
姿
が
見
ら
れ
ま
し
た
。

　

児
童
か
ら
は
、「
他
校
の
友
達
と

話
し
た
り
一
緒
に
活
動
し
た
り
す

る
こ
と
が
で
き
て
楽
し
か
っ
た
。」

な
ど
の
感
想
が
聞
か
れ
ま
し
た
。

第２回中種子町交流学習
油久小学校で実施

　2025 年となり、早くも1ヶ月が経過しようとして

います。新年を迎え、私の今年の目標は健康第一と

ミッションである空き家の利活用に関する取り組み

の推進です。

　昨年は骨折をしてしまった影響で思うように活動

が進まない面もあり、何をするにしても健康体でい

ることの必要性を強く感じた1年でした。今年は身

体を大事にしつつ昨年の遅れを取り戻すべく活動し

ていきたいと考えております。皆様本年もどうぞよ

ろしくお願いいたします。

■昨年の取り組み

・移住イベント等への出展、移住相談対応等

・お試し住宅設置に向けた取り組み

・空き家改修のスキル取得に向けた取り組み

・空き家バンク運営等

地域おこし協力隊通信（№ 96）
大山　広太郎

中種子町地域おこし協力隊

Instagram はこちらから

昨年 12 月の坂井公園のイルミネーション昨年 12 月の坂井公園のイルミネーション

　作業を手伝い、街並みを照らす明かりに　作業を手伝い、街並みを照らす明かりに

　地域の努力と温もりを感じました　地域の努力と温もりを感じました

⬇

　スポーツ大会の結果　



9　広報なかたね 2025.2 月号

　まちの話題　　まちの話題　 まちの話題　まちの話題　

性別 頭数 月平均 前回平均 前回対比 前年同期対比

中種子

めす牛 84 399,286 350,984 48,302 8,386

去　勢 106 502,962 485,355 17,607 △ 22,444

計 190 457,126 425,526 31,600 △ 4,900

市場

全体

めす牛 231 399,455 362,552 36,903 10,622

去　勢 276 520,036 494,223 25,813 3,633

計 507 465,097 436,658 28,438 6,284

※単位：円（税抜き価格、速報値）

　

種
子
島
子
牛
せ
り
市
が
、
12
月
12

日
に
種
子
島
家
畜
市
場
で
あ
り
、
平

均
落
札
額
は
46
万
５
千
円
と
な
り
ま

し
た
。

平均落札額 46 万５千円 種子島中央家畜市場　子牛せり市

第
12
回
鹿
児
島
県
中
学
校

　
　
　

新
人
体
重
別
柔
道
大
会

柔
道
競
技

11
月
30
日
（
西
原
商
会
ア
リ
ー
ナ
）

■
個
人
戦

▽
男
子
90
㎏
級

　

２
位　

遠
藤　

啓
眞
（
古
房
）

▽
男
子
55
㎏
級

　

３
位　

牧
瀬　

藤
丸
（
古
房
）

▽
女
子
57
㎏
級

　

３
位　

中
﨑　

虹
心
（
池
之
平
）

第
３
回
熊
毛
地
区
少
年
少
女
空
手
道
大
会

12
月
２
日
（
種
子
島
中
央
武
道
館
）

形
の
部

■
団
体
形
競
技

　

３
位　

松
濤
館
中
種
子
道
場

■
個
人
形
競
技

▽
小
学
生
中
学
年
男
子

　

３
位　

居
川

爽
一
郎
（
旭
町
）

▽
小
学
生
高
学
年
男
子

　

３
位　

山
元　

湊
（
伏
之
前
）

▽
中
学
生
男
子

　

優
勝　

園
田　

真
利
（
田
島
）

組
手
の
部

■
団
体
組
手
競
技

　

２
位　

松
濤
館
中
種
子
道
場

■
個
人
組
手
競
技

▽
小
学
生
低
学
年
女
子

　

優
勝　

横
田　

望
結
（
伏
之
前
）

▽
小
学
生
低
学
年
男
子

　

優
勝　

山
元　

陽
晟
（
伏
之
前
）

▽
小
学
生
高
学
年
男
子

　

３
位　

山
元　

湊
（
伏
之
前
）

▽
中
学
生
男
子

　

２
位　

園
田　

真
利
（
田
島
）

令
和
６
年
度　

中
種
子
町
防
犯
組
合

　
　
　
　
　

防
犯
標
語
コ
ン
ク
ー
ル

　

町
防
犯
組
合
が
小
・
中
学
生
を
対
象
に

防
犯
標
語
の
作
品
を
募
集
し
、
審
査
の
結

果
、
最
優
秀
作
品
と
優
秀
作
品
が
決
定
し

ま
し
た
。（
作
品
掲
載
は
最
優
秀
賞
の
み
。

敬
称
略
）

最
優
秀
賞

■
小
学
生

▽
低
学
年
の
部

　
『
つ
う
が
く
ろ　

み
ん
な
が
み
て
い
て

　

あ
ん
し
ん
だ
』

遠
藤　

由
希
斗
（
納
官
小
１
年
・
原
之
里
）

▽
中
学
年
の
部

　
『
カ
ギ
か
け
た
？　

ぼ
く
た
ち
家
族
の

　

あ
い
こ
と
ば
』

　

鳥
居　

幸
真
（
南
界
小
３
年
・
輪
之
尾
）

▽
高
学
年
の
部

　
『
闇
バ
イ
ト　

バ
イ
ト
じ
ゃ
な
い
よ

　

犯
罪
だ
』

　

提　

聡
一
朗
（
南
界
小
５
年
・
本
村
）

■
中
学
生

▽
１
年
生
の
部

　
『
危
な
く
な
い
？　

画
面
の
む
こ
う
の

　

お
友
達
』

　

館
山　

杏
（
中
種
子
中
１
年
・
満
足
山
）

▽
２
年
生
の
部

　
『
覚
え
の
な
い　

当
選
し
ま
し
た
！
！

　

疑
っ
て
』

　

織
部　

早
希
（
中
種
子
中
２
年
・
池
之
平
）

▽
３
年
生
の
部

　
『
そ
の
行
動　

一
度
の
過
ち　

消
え
な
い

罪
』

　

小
村　

千
華
（
中
種
子
中
３
年
・
上
方
）

　スポーツ大会の結果　

　

中
種
子
町
社
会
福
祉
協
議

会
が
南
界
小
学
校
に
児
童
・

生
徒
の
ふ
れ
あ
い
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
活
動
事
業
の
活
動
認

定
証
を
授
与
し
ま
し
た
。

　

南
界
小
学
校
は
初
め
て
の

活
動
認
定
証
授
与
と
な
り
ま

し
た
。

（
10
ポ
イ
ン
ト
達
成
者
３
人
）

　

協
議
会
は
、
身
近
な
地
域

で
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を

通
じ
て
、
人
と
ふ
れ
あ
う
こ

と
の
楽
し
さ
や
、
思
い
や
り

や
福
祉
の
心
を
育
む
き
っ
か

け
に
繋
が
る
よ
う
、
今
後
も

活
動
を
支
援
し
て
い
き
ま

す
。

南界小学校に活動認定証の授与　中種子町社会福祉協議会
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　各課からのお知らせ　各課からのお知らせ 各課からのお知らせ　各課からのお知らせ　

　中種子町が企業立地協定を締結しているソラリ

アントキャピタル株式会社（東京都港区）は、現

在、種子島森林組合中種子事業所跡地にバイオマ

ス燃料の研究開発施設を整備中です。近隣地域を

対象とした地元説明会後、令和６年９月から着工

しており、令和７年春季の試運転、正式稼働を予

定しています。

　地域に新たな産業を創出し、環境に優しいエネ

ルギーの研究に取り組む計画となっておりますの

で、町民の皆さまのご理解をお願いします。

　また、正式稼働に向けて従業員（運転員）の募

集を行っています。詳細についてはハローワーク

にてご確認ください。地域の未来を共に創る仲間

をお待ちしています。

松下久男前委員長の退任に伴い、選挙管理委員が決定しました
◎お問い合わせ先　中種子町選挙管理委員会☎㉗ 1111 内線 266

■任期 令和６年 12 月 26 日～令和 10 年 12 月 25 日

■
委
員
長

■
委
員

■
職
務
代
理
者

新任

森山　由紀男（阿高磯）

再任

西田　徹嗣（西之町）

再任

鎌田多喜男（田島）

再任

岩屋　春義（向井町）

退職（12 月 31 日付）

近田　博幸 依願退職（農林水産課畜産係長）

丸根　早稀 依願退職（会計課主事補）

異動（１月１日付）

課長級

秋田　幸博
農林水産課長兼畜産係長

（農林水産課長）

一般職

岩屋　緋朗 地域福祉課主事補（税務課主事補）

新規採用

村田　浩平 税務課主事

立石　咲良 会計課主事補

12 月 31 日付および１月１日付町職員の人事異動
◎お問い合わせ先　総務課行政係☎㉗ 1111 内線 211・288

　立石（左）、村田（右）　立石（左）、村田（右）

　建設中の施設の一部　建設中の施設の一部

バイオマス燃料製造・実証試験設備を整備しています
◎お問い合わせ先　企画課地域振興係☎㉗ 1111 内線 210

■
委
員
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　各課からのお知らせ　各課からのお知らせ 各課からのお知らせ　各課からのお知らせ　

うみがめ奨学制度の紹介
◎お問い合わせ先　●奨学生登録および申し込み：教育総務課管理係☎㉗ 1111 内線 256
　　　　　　　　　●奨学交流事業：総務課行政係☎㉗ 1111 内線 211

■概要
　中種子町は、人口減少に起因する地域経済や地

域コミュニティの衰退が懸念される中、中種子の

将来を担う子どもの「学びの機会・選択肢」を確

保し、子育て世帯を経済的に支えるとともに、持

続可能な地域づくりに向けた人材を支援するため

「うみがめ奨学金制度」を創設しました。

　地域が一体（産官学金連携）となって子どもた

ちを支援するとともに、地域と奨学生のつながり

を持ち続ける交流事業を実施します。賛同する企

業等の情報や町の情報をＳＮＳ等で提供します。

■奨学ローン制度
　町と「うみがめ奨学プログラム」連携協定を結

んだ鹿児島相互信用金庫が、通常より金利を優遇

した「うみがめ奨学ローン」を、生活資金部分を

支援するものとして奨学生の保護者等に貸与する

ものです。

【奨学資金月額】

●大学生、大学院生、専門学校生など 50,000 円

　在学期間中は利息のみの支払い、卒業後は証書

貸付型ローン（返済期間 10 年）に借り換えて元

利金を返済する仕組みとなります。在学期間中は

Ｕターンの有無に関わらず年度内に支払った利息

額を補填し、卒業後、もしくは 10 年以内にＵター

ンした方については、元利金の毎年度返済実績に

より補填をします。10 年以内にＵターンした方

については、翌年度から 10 年間で補填します。

■申込方法
１．利用申請・登録
　　「合格通知または在学証明書の原本」をご持

　参のうえ、教育総務課にお申し込みください。

　　登録は、奨学ローンを利用しない方でも登録

　可能です。

２．奨学ローン申し込み
　　教育総務課が発行する「受付確認書の写し」

　と、「合格通知または在学証明書の原本」を添

　えて、鹿児島相互信用金庫中種子支店窓口にお

　申し込みください。
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中種子町の給与・定員管理など
１．総括

（１）人件費の状況（普通会計決算）住民基本台帳人口は令和６年１月１日現在

区分
住民基本
台帳人口

歳出額
（Ａ）

実質収支額 人件費（Ｂ）
人件費率

Ｂ／Ａ ４年度参考

５年度 7,299 人 8,017,942 千円 72,582 千円 1,375,874 千円 17.1% 17.8%

（２）職員給与費の状況（普通会計決算）職員数は令和６年３月 31 日現在、職員手当に退職手当は含まない

区分
職員数
（Ａ）

給与費 1人あたり給与費
（Ｂ／Ａ）給料 職員手当 期末・勤勉手当 計（Ｂ）

５年度 133 人 469,813 千円 56,683 千円 192,952 千円 719,448 千円 5,409 千円

※会計年度任用職員は除く

２．職員の平均給与月額、初任給などの状況　令和６年４月１日現在

（１）職員の平均年齢、平均給料月額、平均給与月額の状況 （２）職員の初任給の状況

区分
一般行政職

区分 本町 国
平均年齢 平均給料月額 平均給与月額

本町 41.0 歳 303,900 円 335,600 円 一般
行政職

大卒 196,200 円 196,200 円

国 42.1 歳 323,823 円 405,378 円 高卒 166,200 円 166,600 円

（３）職員の経験年数別・学歴別平均給料月額の状況

区分 ５～７年 ７～ 10 年 10 ～ 15 年 15 ～ 20 年 20 ～ 25 年

一般行政職
大卒 219,600 円 243,100 円 263,800 円 302,900 円 351,200 円

高卒 199,200 円 211,400 円 239,700 円 261,100 円 349,900 円

３．一般行政職の級別職員数などの状況　令和６年４月１日現在

区分 １級 ２級 ３級 ４級 ５級 ６級 ７級

標準的な
職務内容

主事補
技師補

主事
技師

主査
技術主査

係長
主幹

技術主幹

課長補佐
係長

課長
参事

課長

職員数 22 人 14 人 16 人 17 人 16 人 16 人 1 人

構成比 21.6% 13.7% 15.7% 16.7% 15.7% 15.7% 1.0%

※本町給与条例に基づく給料表の級区分による職員数

※標準的な職務内容 :各級に該当する代表的な職務

４．職員の手当の状況

（１）期末手当・勤勉手当（令和６年度支給割合）

区分

本町 国

期末手当 勤勉手当 期末手当 勤勉手当

一般職 管理職 一般職 管理職 一般職 管理職 一般職 管理職

６月期 1.225 1.025 1.025 1.225 1.225 1.025 1.025 1.225

12 月期 1.225 1.025 1.025 1.225 1.225 1.025 1.025 1.225

計 2.450 2.050 2.050 2.450 2.450 2.050 2.050 2.450

加算措置の状況
職制上の段階、職務の級などによる加算措置
役職加算５～ 10%

職制上の段階、職務の級などによる加算措置
役職加算５～ 20%
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（２）退職手当 （３）特殊勤務手当　令和６年４月１日現在

支給率 本町 国
支給実績

1,114 千円
※５年度勤続 自己都合 定年 自己都合 定年

20 年 19.6695 月分 26.3655 月分 19.6695 月分 24.5868 月分 支給職員 1人あたり
平均支給年額

33,745 円
※５年度25 年 28.0395 月分 33.2707 月分 28.0395 月分 33.2707 月分

35 年 39.7575 月分 47.7090 月分 39.7575 月分 47.7090 月分 職員全体に占める
手当支給職員の割合

23.0%
※５年度最高限度額 47.7090 月分 47.7090 月分 47.7090 月分 47.7090 月分

手当の種類（支給実績のある手当）

（４）時間外勤務手当 保育所勤務手当　　　　　税務手当
業務手当 (水道企業 )支給実績（５年度決算） 16,368 千円

職員 1人あたり平均支給年額（５年度決算） 133 千円

支給実績（４年度決算） 22,402 千円

職員 1人あたり平均支給年額（４年度決算） 162 千円

（５）その他の手当　令和６年４月１日現在

扶
養
手
当

配偶者、父母など 6,500 円

住
居
手
当

借家
　・　
借間

月額 16,000 円を超える家賃を支払っている職員

子 10,000 円 ～ 16,000 円 0 円

扶養親族のうち 16 ～ 22 歳の子
（1人につき・加算額）

5,000 円 16,001 ～ 27,000 円 （家賃ー 16,000）円

27,001 ～ 61,000 円
｛（家賃ー 27,000 円）×

1/2｝＋ 11,000 円

61,000 円～ 28,000 円

通勤手当 片道２㎞（往復４㎞）以上の職員。１㎞ごとに 500 円、最高限度額 25,000 円（月額）

５．特別職の報酬などの状況
　　 令和６年４月１日現在

６．職員数の状況
　　 部門別職員数の状況　令和６年４月１日現在

区分 給料月額など 期末手当 部門 区分
職員数（人）

５年度 ６年度 増減

給
料

町　長 761,000 円

（支給割合）
６月期 1.475 月分
12 月期 1.475 月分
　  計 2.950 月分

普

通

会

計

一

般

行

政

議 会 2 2 0

総 務 32 31 △ 1

副町長 600,000 円
税 務 9 9 0

保 育 所 17 15 △ 2

教育長 567,000 円
そ の 他 民 生 13 19 6

衛 生 9 7 △ 2

報
酬

議　長 304,000 円
農 林 水 産 20 20 0

商 工 3 3 0

副議長 251,000 円
土 木 11 11 0

小 計 116 117 1

議　員 228,000 円
教 育 17 16 △ 1

小 計 133 133 0

公
営
企
業
等
会
計

国 民 健 康 保 険 4 3 △ 1

老 人 保 健 0 0 0

簡 易 水 道 0 0 0

介 護 保 険 2 2 0

上 水 道 6 5 △ 1

後 期 高 齢 2 3 1

小 計 14 13 △ 1

総 合 計 147 146 △ 1
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　各課からのお知らせ　各課からのお知らせ 各課からのお知らせ　各課からのお知らせ　

国民健康保険税を改正する理由について
　国民健康保険（以下、国保）は、病気やケガを
した際に安心して医療を受けられるよう、お互い
に助け合う相互扶助の制度ですので、今後も国保
を健全に運営し、この体制を維持していかなけれ
ばなりません。
　本町では現在、国保会計から支出される医療費
等の額が年々増加傾向となっている一方で、国保
に加入する皆さまからいただいている保険税の収
入額は減少傾向にあります。
　こうした現状を踏まえ、収支のバランスを改善
し、健全な運営を続けていくために、町議会の承
認を経て、令和７年４月に税率の改正をすること
となりました。
　これまでよりも多くのご負担をいただくことと
なり大変恐縮ですが、中種子町国保の健全な運営
のため、皆さまのご理解とご協力をお願いします。
　なお、継続的に国保運営の見直しを図るため、
今年度以降、県が示す標準税率（※）を参考に、
毎年税率の改正を行っていく予定としています。
※標準税率…市町村が国保を運営する費用を徴収
するにあたって、必要な額を確保する目安となる
税率。

国民健康保険税率の改正
　令和７年度の税率を下記の表のとおりに改正し
ました。
　税率は、令和６年３月に県が示した標準税率に
準じています。また、改正後の税率が反映された
国保税の税額は、７月の本賦課時に確定します。

年度
比較

令和６ 令和７

医療分

所得割 6.50％ 6.52％ ＋ 0.02％

均等割 26,400 円 28,000 円 ＋ 1,600 円

平等割 19,200 円 18,300 円 － 900 円－ 900 円

後期高齢者

支援金分

所得割 2.80％ 3.09％ ＋ 0.29％

均等割 9,600 円 12,900 円 ＋ 3,300 円

平等割 7,800 円 8,500 円 ＋ 700 円

介護保険分

（40 歳以上

65 歳未満）

所得割 2.20％ 2.47％ ＋ 0.27％

均等割 9,600 円 12,600 円 ＋ 3,000 円

平等割 6,000 円 6,400 円 ＋ 400 円

＊所得割 ･･･ その世帯の所得額に税率を乗じて積算
＊均等割 ･･･ その世帯の加入者数に応じて積算
＊平等割 ･･･ 一世帯当たりの金額

令和７年度国民健康保険税改正について
◎お問い合わせ先　税務課町民税係☎㉗ 1111 内線 203

人権ってなんだろう　第 38 回「外国人の人権について」
◎お問い合わせ先　社会教育課社会教育係☎㉗ 1111 内線 262

国際社会の一員として
　国籍や民族などが異なる者同士が、文化的な違
いを認め、理解しあい、共に生きていく多文化共
生の社会を目指しましょう。

身近に生きづらさが存在します
　外国人であることを理由に、アパートへの入居
や公衆浴場での入浴を断られるなど、外国人は生
活上の困難を抱えています。

差別的な言動は許されません
　特定の人種や出身国、民族などによって攻撃、
脅迫、侮辱するヘイトスピーチなどの差別的言動
は、決して許されるものではありません。

安心して働くことができる環境を
　就労やその技能実習のため来日する外国人が増
えています。外国人が安心して働き、生活するこ
とができる職場や地域の環境をつくっていく必要
があります。

町税・保険料の納付期限について
◎お問い合わせ先　税務課管理収納係☎㉗ 1111 内線 236　地域福祉課介護保険係☎㉗ 1111 内線 293
　　　　　　　　　町民課高齢者医療係☎㉗ 1111 内線 289

町税・保険料 期別 納付期限

国民健康保険税・介護保険料・後期高齢者医療保険料 ６期 ２月 28 日（金）
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「法人税の延滞金が発生するケース」
■法人税の納付期限について
　法人税は、原則事業年度開始日以降６カ月を経
過した日より２カ月以内に申告して納めます。
■延滞金について
　法人税の延滞金が発生するケースとしては、納
期限までに完納されない場合が挙げられます。
　納税した日が納期限からどれくらい過ぎている
かに応じて、地方税法で規定された割合を乗じて
計算された金額が延滞金として加算されます。延
滞金がかかる場合には、もとの税額に加えて延滞
金の額も合わせて納付することとなります。
「個人住民税特別徴収に延滞金が発生するケース」
■個人住民税特別徴収とは
　給与支払者が、納税義務者から税金を徴収して、
それを納税者の代わりに納める方法です。例えば、
会社員の場合、会社が会社員の個人住民税を所得
税と同様に給与から天引きして市町村に納めるこ
とになります。
■納付期限について
　個人住民税特別徴収の徴収期間は、６月から翌
年５月までの 12 ヶ月で、納期限は原則月割額を
徴収した月の翌月 10 日です。（この日が土・日曜
日、または祝日の場合は、その翌日となります。）

■給与所得に係る特別徴収税額の納期の
　特例について（年２回納付）
　給与の支払いを受ける者が常時 10 人未満の事
業所は、申請により町長の承認を受けることで、
毎月の納入から年２回の納入に変更することがで
きます。
　納期の特例を受けた場合の納付期限は、６月か
ら 11 月までおよび 12 月から翌年５月までの各期
間に属する最終月（11 月・５月）の翌月 10 日で
す。（この日が土・日曜日、または祝日の場合は、
その翌日となります。）
■延滞金について
　個人住民税特別徴収の延滞金が発生するケース
としては、納付期限までに完納されない場合が挙
げられます。
　納税した日が納期限からどれくらい過ぎている
かに応じて、地方税法で規定された割合を乗じて
計算された金額が延滞金として加算されます。延
滞金がかかる場合には、もとの税額に加えて延滞
金の額も合わせて納付することとなります。
【必ず期限内に納付していただきますようお願い
します。】

令和７年度から法人町民税および個人住民税特別徴収に延滞金が発生します
◎お問い合わせ先　税務課町民税係☎㉗ 1111 内線 203

鹿児島大学法文学部付属司法政策教育研究センターによる法律相談所開設について
◎お問い合わせ先　総務課行政係☎㉗ 1111 内線 288･213
◎予約先　鹿児島大学法文学部付属司法政策教育研究センター（徳重・大口）☎ 099（285）7569・☎ 099（285）3905

■日時　　　２月 16 日（日）午前 10 時～午後４時

■場所　　　中央公民館第１会議室

■予約期限　２月 10 日（月）

令和７年度交通災害共済の申し込みを開始します
◎お問い合わせ先　総務課消防交通係☎㉗ 1111 内線 229

交通災害共済に家族みんなで加入しましょう！
（ひとり年額 500 円）
　交通災害共済は、１人年間 500 円の掛金で、　
交通事故が原因で傷害を受けた場合に災害見舞金
が給付される制度です。
●日本国内での接触・衝突・転覆などの交通事　
故（自損事故を含む）に遭われて、それが原因で
身体に傷害を受けた場合です。なお、身体の傷害
には精神の障害は含みません。
●治療実日数は７日以上。

●災害見舞金の請求は、事故発生日から３年以内。
●共済期間
　令和７年４月１日（火）～令和８年３月31日（火）
※ただし令和７年４月１日（火）以降に加入され
た方は、役場で受理した日の翌日から令和８年３
月 31 日（火）まで。
●加入手続き
　各集落長および班長を通じて加入手続きします。
　なお、集落未加入者の方は令和７年３月７日
（金）までに総務課へ直接お申込みください。

なお、相談には予約が必要ですので、上記
　予約先までご連絡お願いします。相談は無料
で秘密は守られます。
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■中種子町の火災発生状況

年 火災件数
火災種別

建物 車両 林野 その他 ハカマ焼き火災によるもの

令和５年 10 ３ ０ ０ ７ ３

令和６年 ８ ３ ０ ０ ５ １

種子島内 26 ７ ２ ０ 17 ４（中種子町１　西之表市２　南種子町１）

■中種子町過去３ヵ年の「出火原因別火災件数」

年 火災件数
出火原因

火入れ たき火 タバコ コンロ 取り灰 不明 その他

令和４年 16 ４ ８ ０ ０ ０ ２ ２

令和５年 10 ２ ４ ０ ０ ０ ３ １

令和６年 ８ ２ ５ ０ １ ０ ０ ０

　令和６年中、種子島内では 26 件の火災が発生し、中種子町では昨年より２件減少し、８件の火災が発

生しました。サトウキビのハカマ焼きによる火災は、１件発生しています。“キビのハカマ焼き”を行う

場合は、次の６点を守って行ってください。

※本町内から火事を出さないよう、町民の皆さまのご理解とご協力をよろしくお願いします。

■中種子町の「救急出動件数」

年 合計
事故種別

急病 一般負傷 交通事故 運動競技 その他 転院搬送

令和５年 505 361 88 20 ３ 17 16

令和６年 464 334 67 30 １ ７ 25

種子島内（６年） 1692 1089 243 81 ６ 79 194

■中種子町過去３ヵ年の「救急事故種別」

年 件数
事故種別

火災 水難 交通 労働災害 運動競技 一般負傷 急病 転院搬送 その他

令和４年 472 １ ０ 15 ５ ２ 89 336 24 ０

令和５年 505 １ ０ 20 ７ ３ 88 361 16 ９

令和６年 464 ０ １ 30 ３ １ 67 334 25 ３

　令和６年中の救急出場は、種子島内は 1692 件、中種子町は 464 件で、昨年と比較して 41 件の減少と
なりました。内訳は、急病が 334 件で全体の７割を占め、次いで一般負傷 67 件、交通事故 30 件、転院
搬送は 25 件です。
　また、鹿児島県ドクターヘリ（平成 23 年 12 月から運用開始）の令和６年中の中種子町の要請は３件で、
うち１件が搬送されています。（熊毛管内出動件数 159 件　内搬送 128 件）

◆緊急に必要な人にできるだけ早い応急処置が提供できるよう、救急車の適正利用をよろしくお願いします。
◆本年も、熊毛地区消防組合中種子分遣所、中種子町消防団および中種子町防災協力会の活動に対し、　
　ご支援とご理解・ご協力よろしくお願いします。

①強風や空気が乾燥している時は行わない。

　　②中種子分遣所に連絡をする。（☎㉗ 0119）

　　③２人以上で監視の目を増やして行う。

　　④噴霧器など、消火の準備をする。

　　⑤火入れ中はその場を離れない。終わったら火が消えたか確認する。

⑥火事になった場合は身の安全を確保し、119 番通報！

令和６年（１月～ 12 月）中種子町「火災・救急」出動状況
◎お問い合わせ先　熊毛地区消防組合中種子分遣所☎㉗ 0119
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　盛土等に伴う災害から人命を守るため、５月１

日 (木 )に、中種子町全域が危険な盛土等を規制

する区域に指定される予定です。

　運用開始後は一定規模以上の盛土や切土、一時

的な土砂の仮置きについて、安全基準に適合させ

るとともに、鹿児島県の許可が必要となります。

　詳しくは鹿児島県のホームページを

　ご確認ください。　　QR コード　➡

図書だより
93 冊（一般書 45 冊、児童書 48 冊）の新刊が入りました !!
■第 171 回芥川賞

書名 著者 出版社

バリ山行 松永　K三蔵 講談社

サンショウウオの

四十九日
朝比奈　秋 新潮社

■第 171 回直木賞
書名 著者 出版社

ツチデミック 一穂　ミチ 光文社

中央公民館図書室ホームページ
https://www.nakatane-library.jp/

ピック

アップ

書名

川路利良　日本

警察をつくった

明治の巨人

田舎の空き家活

用読本

放課後ミステリ

クラブ　２

著者 加来　耕三
農山漁村

文化協会
知念　実希人

出版社 中央公論新社
農山漁村

文化協会
ライツ社

県営住宅空き家待ち順位登録者募集について
◎お問い合わせ先　熊毛支庁建設部建設課用地管理係☎㉒ 1136

　県営住宅空き家待ち順位登録者を募集します。

■物件

・古園団地   （西之表市）

・深渡瀬団地（西之表市）

・伏之前団地（中種子町）

・コスモタウン南種子団地（南種子町）

■受付期間 ２月３日 (月 )～ 28 日 ( 金 )

　　　　　　午前８時 30 分～午後５時

※土日祝日を除く

※申込書（熊毛支庁備付）を提出してください。

■抽選日時　３月７日 (金 )午後１時 30 分から

■抽選場所　熊毛支庁３階第１会議室

　　　　　　（西之表市西之表 7590 番地）

県ホームページ
ＱＲコード➡

盛土規制法の運用が始まります
◎お問い合わせ先　鹿児島県土木部建築課盛土等規制対策班☎ 099（286）3695
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　近年、男女ともにがんにかかる人は増えており、
国民の２人に１人は一生のうちに何らかのがんに
かかると言われています。
　特に女性は若い世代でがんになることが多く、
子宮頸がんでは 20 代後半から 40 代、乳がんでは
40 代後半から 50 歳代前半がもっとも多くがんに
罹患しています。
　若くても、これまで病気ひとつしたことがなく
ても突然がんが見つかる可能性もあります。
がん検診は症状のない健康な人が対象の検診で
す。
　ご自分やご家庭の健康管理のためにも、ぜひ受
けてみませんか？

■検診日（予定）　４月 17 日（木）～４月 20 日（日）
■場所　　中種子町保健センター
■対象者　事前に意向調査の案内を送付します。
■検診内容
　子宮頸がん検診（20 歳以上の女性）
　乳がん検診
　（マンモグラフィー２方向：30 ～ 40 代の女性）
　（マンモグラフィー１方向：50 歳以上の女性）
　※令和７年度中に達する年齢になります。

保健センターだより
◎お問い合わせ先

保健センター健康増進係☎㉗ 1133 FAX ㉔ 2020

メール　naka-senter@town.nakatane.kagoshima.jp

女性がん検診のご案内　～早期発見で守れる命があります～

　
　

　2025 年のテーマは、「少酒～アルコールは少量
をたしなみ、ほどほどに！～」です。
　生活習慣病とは、「食習慣、運動習慣、休養、
喫煙、飲酒などの生活習慣がその発症・進展に
関与する症候群」と定義されており、そのうち
の1つである飲酒についてが今年のテーマになっ
ています。
　生活習慣病の多くには、アルコールが密接に
関わっており、過度なアルコールの飲酒が続く
と、病気が誘発される可能性か高まったり、ア
ルコール健康障害（依存症）を引き起こしたり
します。これによる精神的・身体的な影響のた
めに日常生活に支障をきたします。自身の健康
や生活を守るために、からだにやさしいお酒の
たしなみ方を身につけましょう。

参照：日本生活習慣病予防協会ホームページ
【万の病は酒よりこそ起れ】
● 適正飲酒 (男性の場合 )
【純アルコール 20g(1 合 )】の目安
　※下記いずれか１つ
　ビール：中びん１本　　日本酒：１合
　ワイン：グラス２杯弱　焼酎：グラス１/２杯
   ※女性は半量を目安にしましょう
【その他に】
●  週に２回は休肝日を作る
●  空腹時にお酒だけを飲まない
    ※オススメのおつまみ：冷奴、チーズ、枝豆、
　　サラダなど

食生活改善推進員コーナー 　２月は全国生活習慣病予防月間です！

地域包括支援センターだより
◎お問い合わせ先

地域包括支援センター

☎㉗ 1223

いつまでも元気に暮らし続けるために、フレイル予防に取り組みましょう
　フレイルとは、年をとることに伴う心身の衰え
のことであり、健康な状態と要介護状態の中間の
状態をいいます。75 歳以上の方は特に注意が必要
ですが、より年齢の若い方にも心がけていただき
たいポイントがあります。
　ここでは、フレイル予防のための４つポイント
をお伝えします。これらを生活に工夫して取り入
れていくことが、これからも元気に暮らし続ける
ことにつながります。
●低栄養を防ぎましょう
　魚、卵、きのこなどビタミンＤを多く含む食品
を摂ると骨や筋肉が強くなります。魚や肉、豆腐
などに含まれるタンパク質も筋力維持に効果的な
食品です。

●身体活動を意識して増やし筋力を維持しましょう
　ウォーキングはもちろん、掃除、庭仕事、買い
物といった家事も身体活動に含まれます。日々の
生活で無理なく身体を動かしていきましょう。
●人との交流や社会活動に参加を心がけましょう
　こまめな外出や、電話でやりとり、誰かと食事
するなど人との交流を楽しみましょう。
●お口のケアをして、お口の元気を保ちましょう
　食事をしっかり噛んで食べる、人と話をして
笑ったり、日頃から口を動かすことも健康につな
がります。歯磨きや歯間ブラシなどを活用した毎
日の口腔清掃と定期的な歯科検診も大切です。
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ス
ト
絵
本
、
デ
ジ
タ
ル

技
術
を
活
か
し
て
観
光
客
向

け
の
防
災
マ
ッ
プ
の
作
成
な

ど
様
々
な
作
品
を
展
示
し
ま

し
た
。
防
災
マ
ッ
プ
は
Ｑ
Ｒ

コ
ー
ド
の
位
置
か
ら
避
難
場

所
に
行
け
る
仕
組
み
に
な
っ

て
お
り
、
観
光
客
向
け
と
い

う
高
校
生
の
発
想
に
感
心
し

ま
し
た
。
観
光
客
を
迎
え
る

に
あ
た
っ
て
そ
の
先
を
見
据

え
た
防
災
と
い
う
対
策
も
講

じ
て
実
用
的
な
も
の
を
生
み

出
し
て
い
る
の
は
、
ま
さ
に

ミ
ラ
イ
デ
ザ
イ
ン
科
と
い
う

新
た
な
学
科
で
の
学
び
の
成

果
だ
と
感
じ
ま
し
た
。
ま
た
、

未
来
の
種
子
島
を
画
像
生
成

Ａ
Ｉ
で
作
成
し
て
お
り
、
そ

の
中
に
は
農
業
に
ド
ロ
ー
ン

を
活
用
し
て
い
た
り
、
星
空

や
海
と
い
っ
た
自
然
と
の
調

和
で
観
光
業
を
発
展
さ
せ
た

り
と
い
っ
た
未
来
の
ビ
ジ
ョ

ン
を
イ
ラ
ス
ト
で
わ
か
り
や

す
く
表
現
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

高
校
生
の
考
え
る
種
子
島
の

未
来
に
触
れ
る
こ
と
で
、
過

去
を
扱
う
資
料
館
で
も
未
来

に
思
い
を
馳
せ
る
こ
と
が
で

き
、
い
い
機
会
と
な
り
ま
し

た
。
今
後
の
高
校
生
の
デ
ジ

タ
ル
技
術
を
活
か
し
た
活
動

に
も
期
待
し
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

　
　
　
　

歴
史
民
俗
資
料
館

資
料
館
だ
よ
り
（
５
３
９
号
）
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宇宙センターだより 宇宙科学技術館　☎㉖ 9244

ＪＡＸＡのＳＤＧｓ取り組み専用サイト

自立支援協議会だより
種子島地区基幹相談支援センター
☎㉘ 3633　FAX ㉗ 0118
　基幹相談支援センターホームページＱＲ➡

心
の
健
康
を
支
え
る
理
解

　

精
神
障
害
と
は
、
脳
の
問
題

や
働
き
が
変
わ
る
こ
と
で
心
や

体
に
い
ろ
い
ろ
な
影
響
が
出
て
、

普
段
の
生
活
や
仕
事
が
難
し
く

な
る
状
態
を
指
し
ま
す
。
適
切

な
治
療
や
薬
を
使
い
、
周
り
の

人
た
ち
の
理
解
と
サ
ポ
ー
ト
が

あ
れ
ば
、
症
状
を
う
ま
く
コ
ン

ト
ロ
ー
ル
す
る
こ
と
も
で
き
ま

す
。
た
だ
し
、
症
状
や
特
徴
は

人
に
よ
っ
て
異
な
る
の
で
、
一

概
に
は
言
え
ま
せ
ん
。

≪

特
徴≫

●

ス
ト
レ
ス
に
弱
く
、
緊
張
し

　

や
す
か
っ
た
り
、
疲
れ
や
す

　

く
感
じ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

●

気
分
の
浮
き
沈
み
が
激
し
く
、

　

周
囲
の
人
に
も
影
響
を
与
え

　

て
し
ま
う
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

●

見
た
目
か
ら
は
気
づ
か
れ
に

　

く
い
た
め
、
障
害
に
つ
い
て

　

理
解
さ
れ
ず
に
孤
立
し
て
し

　

ま
う
人
も
い
ま
す
。

●

人
と
直
接
顔
を
合
わ
せ
た
り
、

　

対
人
関
係
や
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

　

シ
ョ
ン
を
苦
手
と
す
る
人
も

　

い
ま
す
。

●

警
戒
心
が
強
く
、
関
係
の
な

　

い
こ
と
で
も
自
分
に
関
係
づ

　

け
て
考
え
て
し
ま
う
こ
と
が

　

あ
り
ま
す
。

●

若
い
頃
に
発
病
し
た
り
、
長

　

期
の
入
院
経
験
が
あ
る
た
め

　

に
社
会
生
活
に
慣
れ
て
い
な

　

い
人
も
い
ま
す
。

　

精
神
障
害
を
持
つ
方
へ
の
接

し
方
で
は
、「
病
気
を
抱
え
な
が

ら
生
活
し
て
い
る
」
と
い
う
理

解
が
基
本
で
す
。
例
え
ば
、
腰

痛
を
持
つ
人
に
無
理
に
重
い
荷

物
を
運
ん
で
も
ら
う
こ
と
は
あ

り
ま
せ
ん
よ
ね
。
も
し
ど
う
し

て
も
運
ん
で
も
ら
う
必
要
が
あ

る
な
ら
、
台
車
を
用
意
す
る
で

し
ょ
う
。
こ
の
よ
う
な
感
覚
と

同
じ
よ
う
に
、
精
神
障
害
を
持

つ
方
に
対
し
て
も
、
ど
う
す
れ

ば
負
担
を
減
ら
せ
る
か
を
一
緒

に
考
え
、「
病
気
に
配
慮
し
な
が

ら
普
通
に
」
接
し
て
く
だ
さ
い
。

先
入
観
を
持
た
ず
に
、
健
康
な

部
分
に
目
を
向
け
、
社
会
の
一

員
と
し
て
共
に
生
活
し
て
い
け

る
よ
う
見
守
っ
て
い
た
だ
け
る

と
嬉
し
い
で
す
。

■
文
責　

せ
い
ざ
ん
病
院

　
　

精
神
保
健
福
祉
士　

池
村

　
　

電
話　

  

㉘
３
３
３
１

　
　

Ｆ
Ａ
Ｘ　

㉘
３
３
３
６

サ
イ
エ
ン
ス
シ
ョ
ー
へ
の
ご
参
加　

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
！

12
月
８
日(

日)

、
15
日(

日)

、

22
日(
日)

に
、
宇
宙
科
学
技
術
館
に

て
第
１
回
サ
イ
エ
ン
ス
シ
ョ
ー
「
静
電

気
で
遊
ぼ
う
！
」
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

は
じ
め
に
、
静
電
気
が
起
き
る
し

く
み
、
宇
宙
セ
ン
タ
ー
の
組
立
棟
で

静
電
気
除
去
板
が
使
わ
れ
て
い
る
こ

と
、
食
品
用
ラ
ッ
プ
や
コ
ピ
ー
機
で

静
電
気
が
利
用
さ
れ
て
私
た
ち
の
生

活
に
欠
か
せ
な
い
こ
と
を
学
び
、
そ

の
後
は
風
船
や
下
敷
き
で
発
生
さ
せ

た
静
電
気
で
ア
ル
ミ
缶
に
触
れ
ず
に

動
か
す
実
験
や
細
か
く
割
い
た
ビ

ニ
ー
ル
紐
を
空
中
に
浮
か
せ
る
実
験

な
ど
を
楽
し
ん
で
い
た
だ
き
ま
し
た
。

宇
宙
科
学
技
術
館
で
は
、
今
後
も
様
々

な
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
ま
す
。
皆
様

の
参
加
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

「
だ
い
ち
４
号
」
を
も
っ
と
知
ろ
う
！

　

宇
宙
科
学
技
術
館
の
サ
テ
ラ
イ
ト

エ
リ
ア
で
は
、「
だ
い
ち
４
号
」
の
特

別
展
示
を
行
っ
て
お
り
、「
だ
い
ち
４

号
」
の
役
割
や
「
だ
い
ち
２
号
」
か

ら
ど
の
よ
う
に
進
化
し
た
の
か
、
ま

た
そ
の
し
く
み
と
特
長
に
つ
い
て
紹

介
し
て
い
ま
す
。

　

宇
宙
科
学
技
術
館
に
来
館
し
た
際

に
は
、
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

Ｊ
Ａ
Ｘ
Ａ
の
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
へ
の
取
り
組
み

　

Ｊ
Ａ
Ｘ
Ａ
は
、
宇
宙
開
発
利
用
を

技
術
で
支
え
る
中
核
の
機
関
と
し
て
、

地
球
観
測
衛
星
に
よ
る
観
測
デ
ー
タ

の
活
用
に
よ
り
、
安
全
で
豊
か
な
社

会
の
実
現
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

具
体
的
に
は
、「
だ
い
ち
」
の
熱
帯

雨
林
観
測
に
よ
る
森
林
破
壊
防
止
や

　

全
球
観
測
に
よ
る
自
然
災
害
の
減

災
支
援
、「
い
ぶ
き
」
の
温
室
効
果
ガ

ス
観
測
に
よ
る
地
球
温
暖
化
対
策
の

活
動
支
援
、「
し
ず
く
、
し
き
さ
い
」

の
大
気
汚
染
物
質
観
測
に
よ
る
健
康

被
害
防
止
な
ど
に
貢
献
し
て
い
ま
す
。

　

Ｊ
Ａ
Ｘ
Ａ
の
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
へ
の
取
り

組
み
は
専
用
サ
イ
ト
で
ご
確
認
く
だ

さ
い
。

(

記
事
の
内
容
は
１
月
６
日
現
在
）

　実験の様子
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皆
さ
ん
、「
日
本
人
の
食
事
摂
取

基
準
」
を
ご
存
じ
で
す
か
？
こ
れ

は
私
達
日
本
人
が
、
食
事
か
ら
ど

れ
く
ら
い
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
や
栄
養

素
を
摂
れ
ば
い
い
の
か
を
、
国
が

健
康
増
進
法
に
基
づ
い
て
示
し
た

基
準
で
す
。
こ
の
食
事
摂
取
基
準

は
、
５
年
ご
と
に
食
事
摂
取
の
現

状
や
最
新
の
知
見
に
基
づ
き
改
定

が
行
わ
れ
ま
す
。
現
在
刊
行
さ
れ

て
い
る
２
０
２
０
年
版
か
ら
２
０

２
５
年
版
へ
令
和
７
年
４
月
１
日

か
ら
バ
ト
ン
タ
ッ
チ
さ
れ
ま
す
。

で
も
な
ぜ
、
こ
の
よ
う
に
５
年
ご

と
に
食
事
摂
取
基
準
を
改
定
し
て

い
く
必
要
が
あ
る
の
で
し
ょ
う

か
？
そ
れ
は
、
食
の
在
り
方
が
年

月
と
と
も
に
変
化
し
、
そ
の
変
化

に
伴
い
健
康
な
体
作
り
の
た
め
の

新
た
な
指
標
が
必
要
と
な
る
か
ら

な
の
で
す
。

　

私
た
ち
人
間
は
、
他
の
生
き
物

に
は
見
ら
れ
な
い
高
度
な
科
学
技

術
を
駆
使
し
、
食
物
の
栽
培
や
調

理
、
加
工
等
、
特
殊
な
技
術
を
手

に
入
れ
、
多
種
類
の
生
物
を
食
料

と
し
て
獲
得
し
て
き
ま
し
た
。
今

や
、
食
物
連
鎖
の
頂
点
は
人
間
と

な
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
結
果
、
私

た
ち
の
食
事
は
豊
か
に
な
り
、
単

に
生
命
を
維
持
す
る
た
め
だ
け
の

食
事
か
ら
、
多
種
多
様
な
物
を
お

い
し
く
、
楽
し
く
食
べ
る
娯
楽

や
文
化
に
ま
で
「
食
」
が
高
め

ら
れ
て
い
ま
す
。
確
か
に
食
べ

る
こ
と
は
喜
び
で
す
。
楽
し
み

で
す
。
で
も
一
番
の
目
的
は
生

命
を
維
持
す
る
こ
と
。
で
す
か

ら
、
ぜ
ひ
、
皆
さ
ん
、
自
分
の
口

に
入
る
も
の
、
入
れ
よ
う
と
し

て
い
る
も
の
が
、
自
分
の
体
が

必
要
と
し
て
い
る
も
の
か
考
え

て
み
て
く
だ
さ
い
。
意
識
し
て

み
て
く
だ
さ
い
。
自
分
で
選
ん

だ
食
事
が
自
分
の
体
を
作
り
ま
す
。

何
を
、
ど
れ
く
ら
い
食
べ
れ
ば

自
分
の
体
が
健
康
に
な
れ
る
の
か
、

健
康
を
維
持
で
き
る
の
か
、日
本
人

の
食
事
摂
取
基
準
等
の
正
し
い
情

報
を
手
に
入
れ
、
健
康
で
生
き
生

き
と
し
た
毎
日
を
過
ご
す
た
め
に
、

食
べ
方
上
手
に
な
り
ま
し
ょ
う
。

自
分
の
健
康
を
守
り
育
て
る
こ

と
が
で
き
る
の
は
自
分
だ
け
で
す
。

つ
ま
り
、
食
べ
方
上
手
は
一
生
の

得
な
の
で
す
。

食べ方上手は一生の得

診療時間 診療科 月 火 水 木 金

午後２時～５時

【受付】
　午前８時 30分
～午後４時 00分

小児科 （野田） 鹿児島大学派遣医師

内科

（野田） （野田） （野田） （野田）

藤原 藤原 藤原 藤原 藤原

前田 前田 前田

眼科
鹿児島大学眼科
３ 日～ ４ 日
17 日～ 18 日

毎週
鹿児島大学
耳鼻咽喉科 消化器内科

カメラ検査

耳鼻咽喉科

消化器内科

整形外科
リウマチ科
精神科

物忘れ
ストレスケア外来
（第３水曜）

中島

６日

※野田先生の診療日　２月３日（月）午後～７日（金）午前・17 日（月）午後～ 21 日（金）午前
※当番医　２月９日（日）

■公立種子島病院の診療情報　火曜日の整形外科の受診を希望される方は、必ず来院前に電話でお問い合わせをお願いします。

診療時間 診療科 月 火 水 木 金

午前９時～正午

【受付】
　午前７時 30分
～午前 11 時 00 分

小児科 （野田） 鹿児島大学派遣医師

内科

（野田） （野田） （野田） （野田）

藤原 藤原 藤原 藤原 藤原

前田 前田 前田 前田 前田

眼科
鹿児島大学眼科
３ 日～ ４ 日
17 日～ 18 日

毎週
鹿児島大学
耳鼻咽喉科 消化器内科

カメラ検査

耳鼻咽喉科

消化器内科

整形外科
リウマチ科
精神科

毎週 物忘れ
ストレスケア外来
（第３水曜）

中島

整形医師 ６日

午前の部

午後の部

公立病院だより 　公立種子島病院☎㉖ 1230　管理栄養士　岩澤　裕子

　　　　　　　　　　　公立種子島病院ホームページＱＲ➡
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婚姻・出生・死亡届社協だより

暮らしのうごき
人口の動き

総人口 7,101 人 ( +4) 出生 0人

男　性 3,406 人 ( +1) 死亡 11 人

女　性 3,695 人 ( +3) 転入 26 人

世帯数 4,034 戸 ( +2) 転出 11 人

※（　）は前月との比較（12 月末現在）

火事・救急

火事・救急 (町内）　12 月中

火　事 1件 うち建物 0件

救　急 47 件 うち急病 28 件

交通事故（人身）

交通事故 町内 島内

発生件数 0件 (  0) 1 件 ( -2)

死 者 数 0件 (  0) 1 件 ( +1)

負傷者数 0件 (  0) 2 件 ( -2)

※令和６年 12 月、(　)は前年同時期比較

●寄付のお礼
　亡くなられた方々のご家族から、社会福祉協議

会へ金一封が寄せられました。これらの善意に感

謝するとともに、謹んで故人のご冥福をお祈り申

し上げます。（敬称略）

村田　チヱ　(広　野 )　半渡　信夫　(田　島 )

中村　眞一　(女　洲 )　鎌田　一男　(竹屋野 )

戸 籍 の 窓
令和６年 12 月受付分

（承諾書をいただいた方のみ掲載）

おくやみ申しあげます
名前 集落 年齢

12/14 神村　勝博 塩　屋 84 歳

12/17 中村　壽子 女　洲 95 歳

12/19 岩坪　重喜 南界園 93 歳

12/20 白濱　多鶴子 美　座 89 歳

12/21 鎌田　トミ子 竹屋野 95 歳

12/23 森下　末則 上　方 70 歳

12/26 山口　ヨツエ 田　島 103 歳

12/31 美原　ヒサ 美　座 101 歳

≪　赤い羽根街頭募金のお礼　≫

　12 月 14 日（土）Ａコープにてライオンズクラ

ブのみなさんが歳末助け合い街頭募金を実施いた

しました。多くの皆様にご賛同、ご協力をいただ

きましたこと心から感謝申し上げます。皆様から

の募金合計金額は、68,175 円でした。以上報告さ

せていただくとともに、心からお礼と感謝を申し

上げます。

◎お問い合わせ先

中種子町共同募金委員会☎㉗ 1845
西之表市
の紹介

中種子町
の紹介

南種子町
の紹介

　星原小学校の６年生が３年かけて学んだ
「種子島の景観」について、動画での紹介が
YouTube からご視聴いただけます。
　ＱＲコードから読み取りご視聴ください。
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チャンネル

お知らせ版（２月）
◆休日当番医
　①　種子島医療センター（☎ 0570-09-0960）　②　田上診療所（☎ 27-0325）
　③　公立種子島病院（☎ 26-1230）　④　百合砂診療所（☎ 28-3901）
　⑤　中種子クリニック（☎ 27-3222）
●日曜給油当番
　①　GLOBAL THINK（株）中央給油センター（☎ 24-2255）
　②　種子島石油 (株 )中種子中央給油所（☎ 27-0205）

日 行事 時間 場所

１（土）第 65 回種子島地区武道大会　弓道・剣道　 西之表市

２（日）
第 65 回種子島地区武道大会　空手 種子島中央武道館

◆休日当番医① ●給油当番②

３（月）第16回ふるさとの風景画作品展および日髙蔀画伯絵画展（～28日まで） 種子島こり～な

５（水）よろず支援拠点定期相談会  9:00 ～ 16:00 防災センター２階

６（木）年金相談所開設　【要予約】締切１月 31 日 15:00（町民課）  9:00 ～ 13:00 中央公民館小会議室

７（金）幼児学級合同（１～４歳） 10:00 ～ 11:30 福祉センター

８（土）土曜授業

９（日）
第 65 回種子島地区武道大会　柔道  9:00 ～ 種子島中央武道館

◆休日当番医③ ●給油当番①

10（月）中央保育所園庭開放日 10:30 ～ 12:00 中央保育所

11（火）◆休日当番医①　　　　　　　　　　　　　　　 建国記念の日

13（木）赤ちゃん教室（１歳未満） 10:00 ～ 11:30 福祉センター

14（金）母子手帳交付 13:30 ～ 15:00 こども家庭センター

15（土）りんくのおおひろば  9:00 ～ 12:00 中央公民館大ホール

16（日）◆休日当番医④ ●給油当番②

18（火）
古市家住宅「ひなまつり」（～３月 16 日まで）  9:30 ～ 16:00 古市家住宅

幼児学級合同（１～４歳） 10:00 ～ 11:30 福祉センター

19（水）おひさま相談室　【要予約】定員５人（地域福祉課）  9:00 ～ 17:00 中央公民館

20（木）３歳児健診 12:45 ～ 16:00 保健センター

21（金）赤ちゃん教室（１歳未満） 10:00 ～ 11:30 福祉センター

22（土）
チャレンジキッズ「さよなら。チャレンジキッズ」  9:00 ～

中央公民館図書室おはなし会 10:30 ～ 11:30 中央公民館

23（日）

種子島こり～な新春映画上映（自主文化事業） 種子島こり～な

◆休日当番医① ●給油当番①

マイナンバーカード時間外開庁日　　　　　　　　 天皇誕生日  8:30 ～ 12:00 町民課

24（月）◆休日当番医②　　　　　　　　　　　　　　　　　 振替休日

28（金）
乳児健診・１歳６ヶ月児健診  9:00 ～ 12:00 保健センター

母子手帳交付 13:30 ～ 15:00 こども家庭センター

令和６年度個別健診　令和７年２月 28 日まで　詳しくは広報なかたね令和６年 11 月号 15 頁をご確認ください。
マイナンバーカード申請・交付の時間外開庁日　毎週（火）　17:15 ～ 19:00 まで（※ 11 日を除く）
りんくのひろば　平日（月～金）9:00 ～ 17:00（最終入室 16:30）　交流スペースで実施
こどもの予防接種　※予防接種を受ける際は事前に医療機関へご確認・ご予約をお願いします。
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島の四季彩 トキワガキ（カキノキ科）
【漢字表記】常磐柿
【別名】トキワマメガキ (常磐豆柿 )
【分布】関東 (伊豆・東海 )以西～琉球、
　　　 台湾・中国南部
【生育地】山地の林内
　島内の自生種のカキノキ科では、リュウキュウマメ
ガキとこのトキワガキの 2 種があり、カキノキが栽培
されています。三者では、その名のとおりトキワガキ
のみが常緑樹です。山地の林内に自生し、高さ 10 ｍ
位になる、雌雄異株の常緑小高木です。葉は長楕円形
で、厚く革質で互生し、鋸歯はなく、両面無毛です。
花期は晩春～初夏で、今年伸びた枝の葉腋に白色～淡

白色をした壷形の花を、雄花は１～３個、雌花は 1 個
ずつつけます。果実はほぼ球形で径 1.5 ～２cm、晩秋
～初冬に黄色となり、完熟すると暗褐色になり、渋み
はあるものの食べられます。庭木とされることもあり、
かつては柿渋採取のため、未熟果を採取したことも
あったようです。銘木で知られる黒檀（こくたん）は、
同属で東南アジアに産します。

【写真・資料提供】香月茂樹さん（元薬草試験場長）

訂正とお詫び　令和７年１月号掲載分について訂正し
お詫び申し上げます。

（正）ジャノヒゲ属植物では、ノシラン
（誤）ジャノヒゲ属植物では、シラン

種子屋久高速船株式会社

公式ＷＥＢサイトで
楽々！スマート予約！
搭乗予定日の前日まで、

（※16：00 まで）　　　
ネット予約が可能です！

公式 WEB サイト
https://www.tykousoku.jp/
　　　　　　ＱＲコード検索➡

公式ｘ
　　　　　　ＱＲコード検索➡

YouTube 配信始めました！
　　　　　　ＱＲコード検索➡

※クレジット決済やコンビニ決済（ファミリー　
　マート他）ができます。
※決済後のキャンセルには所定のキャンセル手数料
　がかかりますのでご了承ください。

西之表営業所　0570-004015 ／ 7 時～ 17 時※
　　　　　　　　※金・土・月は 6時～ 17 時
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https://town.nakatane.kagoshima.jp/


